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1 監査基準策定の概要

ロ)策定理由

第31次地方制度調査会において、監査の実効性や独立性・専門性を向上させるため、

地方公共団体共通の統一的な基準を策定する必要があるとの答申がなされた。

その答申を受け、地方自治法等の一部を改正する法律(平成29年法律第弘号)が公

布され、令和2年4月1日から監査委員が監査、検査、審査その他の行為(以下「監査

等」という。)を行うに当たっては監査基準に従うこととし、監査基準は各地方公共団

体の監査委員が合議により定め公表すること、また、総務大臣は、監査基準の策定につ

いて指針を示すとともに、必要な助言を行うこととされた。

これにより、総務大臣から示された監査基準(案)を踏まえ、本市の監査基準を定め

るものである。

(2)策定の経緯

平成28年3月16日

年月

平成29年6月9日

平成31年3月29日

第31次地方制度調査会の答申

【3)施行日

地方自治法等の一部を改正する法律の公布

(平成29年法律第弘号)

監査基準について総務大臣が示す指針の策定について

(総務省自治行政局長通まの

令和2年4月1日

内容
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2 監査基準の主な内容

監査基準は、,地方公共団体に共通する、監査等を行うに当たって必要な基本原則と考えられ

る事項を規定したものである。

第1章・→股基準

監査基準の1菁成

0監査委員力ゞ行うこととされている豆控、

検査、審査その他の行為の目的

0監査等の範囲及び目的

0独立性、専門性、質の管理等

第2章実施基準

0三誼計画の策定

0りスクのi棚11、評価及び対応

0内音隣瑞Ⅲこイ劉処した監査等

0豆を査等の実施手続、奇喫入手

0各種の監査等の有機的な連携及ひ調整

0三鐙専門委員、外部監査人等との遭美

【監査等の範囲及び目的鮪2条)】
0豆ミ査等の目的を監査等の種類ごとに規定
財務監査:財務に関する事務の執行及び経営に係る事

業の管理が;去令に適合し、正確で、最少の
経費で最大の効果を挙げるようにレ、その
キ且織及び運営の合理化に努めているか監査,
すること

決算審査:決算その他関イ系書類か1去令に適合し、かつ

正確であるか審査すること

主な内容

第3章報告基準

【厘き査計画(第7条)】

0 監査委員は、監査等を効率的かつ効果的に実施する
ことができるよう、りスクの内容及て拝呈度、過去の監

査結果、監益吉果の措置状況、監査資原等を総合的に

勘案レ、監査計画を策定

【りスクの1棚11と対応(第8条)】
0 監査委員は、監査等の対象のりスクを識"りし、その
リスクの内容及乙拝呈度を検討した上で、監査等を実施
【内音儲統1」にイ衣1処した三ミ査等(第9条)】
0 全ての地方公共団体1こ既に一定程度の内部統宙仂ゞ存
在していることを踏まえ、監査委員は、内音際制に依
拠した監査等を行うこととし、りスクの内容及て麻呈度
の検討にあたっては、内音備瑞1の謝宙1犬;兄及び運用状
況について情報を集め、判断することで、りスクカ塙
い事務事業に監査資原を配分

0監査等の結果に関する報告等の作成及び

提出、三己載事項

0^員の合議による事頂

OR控の結果に関する報告等の公表

(X昔置1犬j兄の公表等

【監査等僻吉果に関する報告等へのZ三載事項
(第 1 5条)】

0 報告等にヨ己載する事項を統→ヒし、監査等の種類ご
とに、監査等の結果としd己載する事項を規定

(伊D 監査等の種類に応じ、重要な点において次に定め
る事項力棚められる場合にはその旨その他監査委員

が彪要と認める事項を三己載

財務監査:監査した限りにおいて、監査のヌ橡となっ

た事務が;去令に適合し、正確に行われ、最

少の経費で最大の効果を挙げるようにしイ

そのキ且織及び運営の合理化に努めている

こと

決算審査:審査した限りにおいて、決算その他関係害
類が法令1訪商合し、かつ正確であること
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3 関係法令(地方自治法新旧対照表)

第198条の3 監査委員は、その職務を遂行するに当

たっては、法令に特別の定めがある場合を除くほか、

監査基準 C去令の規定により監査委員が行うこととさ

れている監査、検査

おいて「監査等」という。)の適切かつ効な実施を図

改正後

るための基準をいう。次条において同じ。)に従い、常

に公正不偏の態度をイ尉寺して、監査等をしなけ扣ガよ

らない。

②(陶

その他の行為(以下この項に

第198条の4 監査基準は、監査委員が定めるものと

する。

2 前項の規定による監査基準の策定は、監査委員の合

議によるものとする。

3

第198条の3 監査委員は、その職務を遂行するに当

たっては、常に公正不偏の態度をイ呆持して、監査をし

なけれ1弍オよらない。
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れを判画地方公共団体の議会、長、教育委員会、'選挙管

理委員会、人事委員会又は公平委員会、公安委員会、労

員は、監査基準を定めたときは、直ちに

働委員会、農業委員会その価去律に基づく委員会及び

委員に通知するとともに、これを公表しなければなら

改正前

4 前2項の規定は

5 総務大臣は、判臣地方公共団体に対し、監査基準の

②(略)

(新勘

策定又は変更について、,旨ε十を示すとともに、必要な

助言を行うものとする。

櫛〒日令和2年4月1日

変更について凖用する

こ

し



4 長崎市監査基準

第1章・→股基準

(監査委員が行うこととされている監査、検査、審査その他の行為の目的)

第1条地方公共団体において監査委員が行うこととされている監査、検査、審査その他の行為は、

当該地方公共団体の事務の管理及び執行等について、法令に適合し、正確で、経斉的、効率的かつ

効果的な実施を確保し、住民の福祉の増進に資することを目的とする。

2 監査委員は、監査基準に従い公正不偏の態度をイ呆持し、正当な注意を払ってその1哉務を遂行する。

それによって自ら入手した証拠に基づき意見等を形成し、結果に関する報告等を決定し、これを議

会及び市長等に提出する。

(監査等の範囲及び目的)

第2条監査、検査、審査その他の行為のうち、本基準における監査等は次に掲げるものとし、それ

ぞれ当該各号に定めることを目的とする。

ロ)財務監査財務に関する事務の執行及び経営に係る事業の管理が法令に適合し、正確で、最

少の経費で最大の効果を挙げるようにし、そのキ且織及び運営の合理化に努めているか監査するこ

と

【2}行政監査事務の執行が法令に適合し、正確で、最少の経費で最大の効果を挙げるようにし、

そのキ且織及び運営の合理化に努めているか監査すること

(3)財政援助団体等監査補助金、交イ寸金、負担金等の財政的援助を与えている団体、出資して

いる団体、借入金の元金又は利子の支払を保証している団体、イ乱モの受託者及び公の施設の管理

を行わせている団体の当該財政的援助等に係る出納その他の事務の執行が当該財政的援助等の

目的に沿って行われているか監査すること

【4)決算審査決算その他関係書類が法令に適合し、かつ正確であるか審査すること

【5}例月出納検査会計管理者等の現金の出納事務が正確に行われている力畔余査すること

{6}基金軍用審査基金の運用の1犬j兄を示す書類の計数が正確であり、基金の運用力確実かつ効

率的に行われているか審査すること

(フ)健全化判断比率等審査健全化判断比率及び資金不足比率並びにそれらの算定の基礎とな

る事項を記載した書類が法令に適合し、かつ正確であるか審査すること

2 法令の規定により監査委員が行うこととされている監査、検査、審査その他の行為(監査等を除

<。)につぃては、法令の規定に基づき、かつ、本基準の趣旨に鑑み、実施するものとする。

(倫理規首E)
i

第3条監査委員は、高潔な人格を維持し、誠実に、かつ、本基準に則ってその職務を遂行するもの

とする。

(独立性、公正不偏の態度及び正当な注意)

第4条監査委員は、独立的かつ客観的な立場で公正不偏の態度をイ尉寺し、その職務を遂行するもの
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とする。

2 監査委員は、正当な注意を払ってその1哉務を遡〒するものとする。

(専門性)

第5条監査委員は、地方公共団体の財務管理、事業の経営管理その他行政運営に関し優れた識見を

有することが求められ、その1哉務を遡ラするため、自らの専門能力の向上と知識の蓄積を図り、そ

の専門性を維持及て賊保するため研鎖に努めるものとする。

2 監査委員は、監査委員の事務を補助する職員に対し、監査委員の職務が本基準に則って遡テされ

るよう、地方公共団体の則務管理、事業の経営管理その他行政運営に関して、自らの専門能力の向

上と知識の蓄積を図るよう研鍛に努めさせるものとする。

(質の管理)

第6条監査委員は、本基準に則って、その職務を遡テするに当たり求められる質を確保するものと

する。そのために、監査委員の事務を補助する職員に対して、適切に;旨揮及び監督を行うものとす

る。

2 監査委員は、監査計画、監査等の内容、判断の過程、証拠及び結果その他の監査委員か'彪要と認

める事項を監査調書等として作成し、保存するものとする。

第2章実施基準

(監査計画)

第7条監査委員は、監査等を効率的かつ効果的に実施することができるよう、りスク(キ且織目的の

達成を阻害する要因をいう。以下同じ。)の内容及て拝呈度、過去の監奇吉果、監聾吉果のチ昔置1犬;兄、

監査資源、等を総合的に勘案し、監査計画を策定するものとする。監査計画には、監査等のチ重類、対

象、時期イ実施体制等を定めるものとする。

2 監査委員は、監査計画の前提として把握した事象若しくは1犬}兄力笈化した場合又は監査等の実施

過程で新たな事実を発見した場合には、必要に応じて適宜、監査計画を修正するものとする。

(りスクの識三ljと対応)

第8条監査委員は、監査等の対象のりスクをi棚1」し、そのりスクの内容及び1呈度を検討した上で、

監査等を実施するものとする。

(内音際制に依拠した監査等)

第9条前条のりスクの内容及て拝呈度の検討にあたっては、内部統制の整備撹兄及び運用代兄につい

て悔&を集め、判断するものとする。

2 監査委員は、監査等の種類に応じ、内音厳制に依孜πする程度を勘案し、適切に監査等を行うもの

とする。
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(監査等の実施手続)

第10条監査委員は、彪要な監査等の証拠を効率的かっ効果的に入手するため、監査計画に基づき、

実施すべき監査等の手拶、を選択し、実施するものとする。

(監査等の証拠入手)

第11条監査委員は、監査等の結果を形成するため、必要な監査等の証拠を入手するものとする。

2 監査委員は、監査等の証拠を評価した結果、想定していなかった事象若しくは1犬j肋ゞ生じた場合

又は新たな事実を発見した場合には、適宜監査等の手続を劫Πして必要な監査等の証拠を入手する

ものとする。

(各種の監査等の有機的な連携及び調整)

第12条監査委員は、各種の監査等が相互に有機的に連携して行われるよう調整し、監査等を行う

ものとする。

(監査専門委員、外部監査人等との連携)

第13条監査委員は、必要に応じて監査専門委員を選任し、必要な事項を調査させることができる。

2 ^控委員は、監査等の実施に当たり、効率的かつ効果的に実施することができるよう、監査専門

委員、外部監査人等との連携を図るものとする。

第3章報告基準

(監査等の結果に関する報告等の作成及て脹出)

第14条監査委員は、則務監査、行政監査及び財政援助団体等監査に係る監査の結果に関する報告

を作成し、三義会、市長及び関係のある委員会又は委員に提出するものとする。

2 監査委員は、前項の監査の結果に関する報告にっいては、当該報告に添えてその意見を提出する

ことができるとともに、当該報告のうち特に1昔置を講ずる必要があると認める事項については勧告

することができる。

3 監査委員は、例月出納検査の結果に関する報告を作成し、E義会及び市長に提出するものとする。

4 監査委員は、決算審査、基金運用審査及び健全化判断↓悴等審査を終了したときは、意見を市長

に提出するものとする。
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(監査等の結果に関する報告等への三己載事項)

第15条監査等の結果に関する報告等には、原則として次に掲げる事項その他監査委員が必要と認

める事項を記載するものとする。

ロ)本基準に準枚ルしている旨

(2).監査等の種類

(3)監査等の刻象

(4)監査等の着眼点(調西項目)

(5)監査等の実施内容

、



,

.

(6)監査等の結果

2 前項第6号の監査等の結果には、次の各号に掲げる監査等の種類に応じて、重要な点において当

該各号に定める事項が認められる場合にはその旨その他監査委員が必要と認める事項を記載する

ものとする。

【1)財務監査前項第1号から第5号までの三己載事項のとおり監査した限りにおいて、監査の対

象となった事務が法令に適合し、正確に行われ、最少の経費で最大の効果を挙げるようにし、そ

のキ目織及び運営の合理化に努めていること

(2)行政監査前項第1号から第5号までの三己載事項のとおり監査した限りにおいて、監査の対

象となった事務が法令に適合し、正確に行われ、最少の経費で最大の効果を挙げるようにし、そ

のキ目織及び運営の合理化に努めていること

(3)財政援助団体等監査前項第1号から第5号までの記載事項のとおり監査した限りにおい

て、監査の対象となった財政援助団体等の当該財政的援助等に係る出納その他の事務の執行が当

該財政的援助等の目的に沿って行われていること

【4)決算審査前項第1号から第5号までの三己載事項のとおり審査した限りにおいて、決算その

他関係書美肋S法令に適合し、かつ正確であること

{5}例月出納検査前項第1号から第5号までの三己載事項のとおり検査した限りにおいて、会計

管理者等のチ見金の出納事務が正確に行われていること

(6)基金運用審査前項第1.号から第5号までの三己載事項のとおり審査した限りにおいて、市長

から提出された基金の運用の鴇兄を示す書類のき十数が正確であると認められ、基金の運用力確実

かつ効率的に行われていること

(フ)健全化判断比率等審査.健全化判断比率及び資金不足比率並びにそれらの算定の基礎とな

る事項を三己載した書類力ゞj去令に適合し、かつ正確であること

3 第1項第6号の監査等の結果には、前項各号に掲げる監査等の種類に応じて、重要な点において

当該各号に定める事項が認められない場合にはその旨その他監査委員が必要と認める事項を記載

するものとする。

4 監査委員は、是正又は改善が必要である事項が認められる場合、その内容を監査等の結果に三己載

するとともに、必要に応じて、監査等の実施過程で明らかとなった当該事項の原因等を記載するよ

う努めるものとする。

ーフー

(合議)

第16条監査等のうち、次に掲げる事項については、監査委員の合議によるものとする。

{1}監査の結果に関する報告(財務監査、行政監査及び財政援助団体等監査に係るものに限る。

以下同じ。)の決定

(2)監査の結果に関する報告に添える意見のj夬定

(3)監査の結果に関する報告に係る勧告の決定

(4)決算審査に係る意見のj夬定

(5)基金運用審査に係る意見のj夬定

(6)健全化判断比率等審査に係る意見のj夬定



2 監査委員は、監査の結果に関する報告のj夬定について、各監査委員の意見力ゞ一致しないことによ

り、前項の合議によりj夬定することができない事項がある場合には、その旨及び当該事項について

の各監査委員の意見を議会、市長及び関係のある委員会又は委員に提出するとともに公表するもの

とする。

(公表)

第17条監査委員は、次に掲げる事項を監査委員全員の連名で公表するものとする。

Π)'監査の結果に関する報告の内容

(2)監査の結果に関する報告に添える意見の内容

B)監査の結果に関する報告に係る勧告の内容

(措置状況の公表等)

第18条監査委員は、監査の結果に関する報告を提出した者及び監査の結果に関する報告に係る勧

告をした者から、措置の内容の遮aを受けた場合は当該措置の内容を公表するものとする。

2 ^控委員は、監査の結果に関する報告を提出した者及び監査の結果に関する報告に係る勧告をし

た者に、適時、措置状j兄の報告を求めるよう努めるものとする。

附則

本基準は、令手口2年4月1日から施行する。

゛
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